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政府・関電・関⻄
広域連合

「電⼒不⾜」⼤検
証

【検証その１】
 節電効果ではない

【検証その２】
 供給⼒過⼩評価融通電⼒の⼒は１／５

「国⺠⽣活を守る」
－その正当性は雲散霧消

 画像は８⽉２１⽇付け朝⽇新聞朝刊（⼤
阪本社版）⼀⾯トップ記事です。想定を
上回る節電があったから、計画停電はし
なくて良かった、という記事でほぼ電気
事業連合会の発表をそのまま報道したも
の。『家庭向け節電関電 16%減』と⾒出
しが打ってあり、関電管内では家庭での
節電があったから、この夏乗り切れたと
いう印象を強く与えるものと
なっています。しかし関電管内
では家庭⽤の電⼒消費は全体の
１／３に過ぎません。家庭で仮
に 16% 節電しても全体からみ
れば、5-6% の効果しかありま
せん。第⼀に 2011 年のピーク
時最⼤電⼒使⽤はすでに 2784
万 kW であり、2012 年の最⼤
使⽤2681万 kWと⽐較すれば、
3.6%減少したに過ぎません。

 朝⽇の記事は「⻄⽇本の融通電⼒で原発なしでもしのげた可能
性が⾼い」、としています。しかしこれもウソです。裏⾯の表の「他
社受電」の項⽬を⾒ておわかりのように、実際に融通電⼒は他社
受電のうち 150 万 kW で 22% に過ぎません。実際に関電の需要
をまかなったのは、関電管内の独⽴系電気事業者から供給される
平均 510 万 kWの電⼒でした。これら電⼒供給があることを、当
然政府・関電・関⻄広域連合が知らないはずがありません。８⽉
２９⽇東京新聞（中⽇新聞東京本社版）は、『関電「原発なしでも
余⼒」』と⾒出しを⽴てて、朝⽇新聞ほど電気事業連合会発表その
ままの記事ではありません。しかしその東京新聞も節電効果を認
め、また関電の原発なしでの発電能⼒を2008万kWと過⼩評価し、
また他社受電を中部電⼒などの融通電⼒中⼼だとし、関電が実際
に供給能⼒3011万 kW以上もあったことに触れていません。

【検証その３】
 正当性失う⼤飯再稼働

 6 ⽉ 29 ⽇、野⽥⾸相は「国⺠⽣活を守
るため」と称して⼤飯原発再稼働を決断し
ました。しかしながら「電⼒不⾜」がでっ
ちあげと判明した以上、再稼働の正当性は
全くなくなりました。ただちに再稼働を中
⽌しなければなりません。政府・関電がウ
ソをついてまで⼤飯原発再稼働を継続した
い理由は明らかです。それは経済界の要請
を⼊れて国⺠の安全と健康を引き換えに危
険な原発の再稼働を次々と⾏いたいためで
す。⼤飯原発再稼働を阻⽌することは私た
ちの将来を決定する試⾦⽯です。

この朝⽇の記事では全くそれに触れず、1 昨年 2010 年の福島原発事
故発⽣前の数字と⽐較しています。つまり節電効果が⼤きかったとい
いたいわけです。実際に節電効果が⼤きかったのではなく、「今夏最
⼤需要は 3015 万 kW、原発なしでは 15% の電⼒不⾜」というい
い⽅がすでに需要の誇張だったわけです。節電効果ではありません。
政府・関電・関⻄広域連合の「ウソ」が明らかになったのが真相です。
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1. 関⻄電⼒の「原発」と「新エネルギー」を除くピーク時最⼤発電能⼒は、⽕⼒、⽔⼒、揚⽔合計２５１１万ｋW。（認可発電設備ベース）
2. 他社受電は、IPP（独⽴発電事業者）、⾃家発電設備などからの契約による購⼊あるいは余剰電⼒の購⼊及び他電⼒会社からの融通電⼒。
3. 関電は「ピーク時供給⼒とは、ピーク時に発電できる最⼤電⼒のことです。発電設備量とは⼀致しないことにご注意ください。」と説明

しているが、これはおかしな説明。もしこの説明が正しいとするなら、⼟曜⽇・⽇曜⽇は「ピーク時に発電できる最⼤電⼒」が、都合
良く下がることになる。また現実に８⽉９⽇は、相⽣発電所２号機 (38 万ｋＷ)、海南発電所２号機（45 万ｋＷ) 同４号機（65 万ｋＷ）
御坊発電所１号機（60 万ｋＷ）の計 208 万 kW は点検でも故障でもないのに全く稼働していなかった。

4. また⽔⼒「発電設備量」と「ピーク時供給⼒」は必ずしも⼀致しません。」として、流域河川の⽔量が⾜りないケースを上げている。し
かしこの説明もおかしい。流域河川の「出⽔率」を明⽰していない上に、過去１ヶ⽉間の⽔⼒発電量は 270 万 kW から 230 万 KW 程
度になだらかに下がっている。これは原発３号機・4 号機がフル稼働にはいるのと逆⽐例している。すなわち原発がフル稼働となるに
つれ⽣ずる余剰を⽔⼒発電を抑制することで調整していると考えられる。

夏休み
モード

今夏最⾼

関⻄電⼒ ピーク時電⼒供給量と内訳（2012 年８⽉ 2 ⽇から 8 ⽉ 29 ⽇）

原発除く関電の供給能⼒ 3,111 万 kW以上
実際最⼤使⽤は

政府・関電・関⻄広域連合 ・⼤⼿マスコミのウソを今、検証しておく必要があります。
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5.「電気使⽤率」はその⽇ピーク時供給量に対する使⽤量の⽐率。もともと供給予測をたてて供給量そのものを調整して

いるのでデータとしては無意味。
6. 興味深い現象は、他社受電が⼀向に減らないどころかむしろ上がっていることだ。需要の下がる⼟⽇になると他社受電

が上がり、中でも中部電⼒が突出して上がっている。これは中部電⼒との契約で中部電⼒管内の余剰を関電が引き受け
る契約になっていることを意味する。また独⽴発電事業者との契約は恐らく⼀定量を引き受けるものとなっていると思
われる。

7. 従って関⻄電⼒のピーク時最⼤電⼒供給能⼒は、原発を除く⾃社発電能⼒２５１１万ｋW に他社受電６００万ｋW 以上
を加え、確実に３１１１万ｋW 以上と推計できる。

8. 資料出典は関⻄電⼒ホームページ「でんき予報」の「過去の使⽤電⼒実績ダウンロード」及び「関⻄電⼒有価証券報告
書 平成２３年」         

⼤飯原発再稼働を阻⽌することは私たちの将来を決定する試⾦⽯です。


